冬の出羽三山の楽しみ方
冬の出羽三山を探索しましょう。出羽三山とは、羽黒山 (414 m)、月山 (1,984 m)、湯殿山 (1,500 m) のことです。冬の出羽三山では、深雪でスキー、スノーボード、スノーシューを楽しむことができます。

スキー 
出羽三山には複数の小さなスキー場があり、羽黒山、湯殿山、月山、たらのきだいスキー場があります。 

羽黒山にある羽黒山スキー場には、標高の低いところに3つのコースがあり、初級～中級のスキーヤーに最適です。このスキー場には、スキースクール、キッズエリア、道具のレンタルショップなどの施設があります。スキーのシーズンは、12月中旬から3月初旬までとなっています。

湯殿山の湯殿山スキー場には、長さ4.2キロのゲレンデを繋ぐ3つのリフトが用意されています。また、ハーフパイプ、フリースタイル用のテレインパーク（スノーパーク）、そり乗り場もあります。

羽黒町と櫛引町の間に位置するたらのきだいスキー場は、日本海を望む小規模のスキー場です。 

各スキー場は、スキーやスノーボードの道具を貸し出しています。詳しくは、各スキー場にお問い合わせください。 

スノーシュー 
この地域の深い雪により、月山と湯殿山の頂上には数ヶ月間たどり着けなくなりますが、スノーシューがあれば羽黒山には登れます。 月山ビジターセンターでは、冬を通して、スノーシュー・ガイドツアーを用意しています。樹洞に棲むムササビなどの夜行性生物を観察するなら、夜間ツアーがおすすめです。

スノーシューのツアーとレンタルに関する詳細は、月山ビジターセンターまでお問い合わせください。ツアーは、日本語のみです。ガイドツアーへの参加者で、日本語を話さない方は、翻訳ツールが必要です。   




